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さいたま市ＤＸ推進本部の開催について

● 制度面や環境面に制約が少ない約200件の手続について、令和3年度末までに
オンライン化する。

例：税証明交付請求書、消防用設備等(特殊消防用設備等)点検結果報告書 など

● 市の制度（条例・規則・要綱等）に基づくすべての手続について、法令・県条例に
よる支障があるものを除き、令和7年度までに本市の行政手続き約6,000件のうち、
約5,700件（約95％）を原則、オンライン化する。

令和２年度のWGの検討による主な決定事項



３.データ活用ＷＧ
・シティスタット基盤の利用拡大に向けたデータの拡充
・EBPMの手法のあり方・推進に関する検討を実施

さいたま市ＤＸ推進本部の開催について

４.業務効率化ＷＧ
・過去の先行事例を参考に、横展開の方法を検討
・区役所支援課の業務を対象として決定、効率化に向けた作業に着手

２.テレワークＷＧ
・テレワークの実施に向けた周知啓発等を実施（強化月間の設定、内部研修の実施等）
・在宅勤務、サテライトオフィス、モバイルワーク等に係る課題整理及び利用拡大に向けた検討を実施
・課題であるハード面の環境整備に向けて、具体的な複数案を効果やセキュリティの観点等から検証
を実施

１.窓口オンライン化ＷＧ
・市が独自に見直せる約3,200件の行政手続きに係る押印を廃止
・整備規則・整備要綱の制定による一括改正（R3.4.1施行）
・行政手続きのオンライン化に向けた基本方針を決定

令和２年度における各WGの取り組み
令和3年4月1日から

市が独自に見直せる約3,200件

の押印廃止を実現！



さいたま市のＤＸ推進に向けた今後の方向性について

さいたま市DXコンセプト 「さいたまデジタル八策」



さいたま市のＤＸ推進に向けた今後の方向性について

「さいたまデジタル八策」の実現に向けた「三本の矢」

３

２

１ デジタル再設計 庁内のデジタル関係施策を整理

デジタル新提案 事業者及び職員から提案募集

デジタル総点検 各所管課にて事務・事業を再点検



さいたま市のＤＸ推進に向けた今後の方向性について

令和3年4月以降のDX推進本部体制について


